
雛
餌
叢

.

`
I
I

を

ら

恐
隅

}業

間

地

租

の
観

察

鮎

・
・
・
…

植
民
地

の
経
済
政
策

に
就
き

て

・
・

共

産

の
原

理

・
・
・
・
・
…

:

私

経

管

統

計

概

論

・
・
…

海

運

咋
礁
競

争

と
猫

占

と

の

分

界

・

時

外
蘭

農

村

問

題

と
其

対

策

・:

:

・
:

一説

苑

シ

ュ
ワ

ー

べ
の
法

則

・
:

・

・

萱

岐

國

に
於

け

る
地
割

制

度

・

雛
聯

録

百

姓

と

町

人

:

・

獅

逸
咋
搬
勢

働

立

法

の
嚢

達

:

・

紹

濟
學

皮

上

の

べ
。
カ

リ
ア

・、
.
・

法
學
博
士

・
法
學
博
士

法

學

土

・
法
學
博
士

渋

墨

士

法
華
博
士

.
経
済
學
士

.
農

學

士

・
注

學

士

・
経
済
學
士

●
経
済
學
士

耐

戸

正

雄

山
本
美

越
乃

恒

藤

恭

財

部

静

治

小

島
昌
太
郎

河

田

嗣

耶

岡

崎

丈

規

奥

田

或

本

庄
榮
治
邸

中

丸

叶

小
.川

幅
太
郎

夢
隆

一
錆

げ
ζ
　
蚤

∴

.　.一_



.

経
涛

論

叢

第
十
七
巻

第
三
號

(淵
懸
第
九
十
九
鵬
)

大
正
十
二
年
九
月
獲
行

議
轟爾

業

間

地
.
税

の
.観

察

鮎
.

神

戸

正

雄

緒
言

(本
研
究

の
目
的
)

づ
笹

既
,間
地
獣

奮

、(献

地
斑

霧

⇒
間
地
貌
の
制
監

呆

の
課
税
磐

鐸

的
ゆ
羅

物
嵩

羅

畢

及
繋

ω
納
概
義

義

く

く

く

く

く

く

く

(

(

-』
ビ

英

国

)

∴
.
.
.

、
.

`

.

.

ラ

ラ

・、誰

編
鰐

臓
鵜

縫

縮

灘

岨繍
難
翻
擁
雛

懸

灘

鞭

欄魁講

難

耀

購

へ,肇

忍

婁

啓
発

警
・聖
四・羅

・製

し
・・離
層
の蕎

羅

頃鈴
鰍

榛

㈲雛

歯

間
増
税
の
外
に
於
て
)

第
三
段

間
地
貌
分
附
随
的
観
察
貼

酎」,慮
釜
課
税
上
コ
財
政
攻
天
上
ヨ
課
稔
技
術
上
鴎
衛
生
上
珊
文
化
上
)

(

(

`

(

(

結
論
(全
文
の
要
旨
)

「

論

鶴

町
地
種
ゆ
親
寡
黙

鑑
ポ
セ
巻

(窮
鶏一脇

こ

居
o
正

.

「

i

」
臨

酵
瓦レ

ト屡

ド
ー
1

一
L



顯
『

=1.1

胎

衆

思

税
の
漿

貼

緒

昌昌
口

第
十
七
ぬ
響

(第
三
購
柳

二
)

一二
〇
占ハ

我
国
で
は
都
市
計
書
の

一
財
源

ご
し
て
間
地
視
を
計
書
し
た
。
此
は
本
来
、
必
ず
し
も
都
市
計
書
ε
結
付
け
な

く
て
は
な
ら

組
も
の
で
は
な
い
け
れ
こ
も
、
兎
も
角
此

の
如
き
も
の
の
成
立
せ
ん
ε
し

つ
つ
あ
る
こ
ご
は
洵
に
興

味
あ
る
こ
ピ
で
あ
る
。
而
か
も
之
に
つ
い
て
は
此
迄
、
理
論
上
あ
ま
り
多
く
取
扱
は
れ
て
居
ら

漁
か
ら
、
之
に
つ

い
て
論
議
す
る
の
は
恐
ら
く
意
義
な
き
こ
ε
で
は
あ
る
ま

い
。
敢
て
此
に

一
丈
を
作

る
所
以
で
あ
る
。

第

一
段

間
地
貌
の
本
曲
阻

「

　

.

一
問
地
税

の
定
義

-

間
地
租

の
観
察
黙
を
説
く
の
前

に
、
其
如
何
な
る
も
の
か
を
検
し
な
く
て
は
な
ら
諏
。
然

ら
ば
間
地
挽
ε
は
如
何
な
る
も
の
か
ε
い

へ
ば
、
間
地

、
即
ち
不
使
用
状
態

に
あ
る
か
叉
は
布
敷
に
使
用
さ
れ
居

ら
す
ご
認

め
ら
る
る
土
地
に
課
す
る
視
で
あ
る
(註
こ
。

(聾

)
プ

レ
ー

ン
は
之
た
定
聾
し
て
、
質
際
無
敵
な
る
即
ち
可
能
な
る
が
如
く
に
使
用

さ
れ
ざ
る
及
開
號
さ
れ

ざ
ろ
土
地

の
上
の
年

・
の
税

`
い
ふ

て
居

る
。

ラ

ラ

ラ

　

二
間
地
椀
の
制
度
I

A
我
国
の
内
務
省
案

に
依

る
ε
、
い
課
税
権
者
は
市
町
村

で
あ
り
、
ろ
目
的
は
都
市
計
盛

く

く

　

く

う

事
業
の
費
用
を
支
辨
す
る
爲
め
ε
い
ふ
こ
ご
に
限
定
さ
れ
て
居
b
、
は
課
税
物
件
は
其
市
町
村
匠
域
内
の
間
地
、即

(

ユ)Plehn,Publicfinance.4ed.p.195.



■

ラ

エ

ち

-

一
年
以
上
建
物
な
き
土
地

2
建
励
あ
る
土
地

に
し
て
其
面
積
よ
り
建
物
の
敷
地
面
積

の
三
倍

(
商
業
地
域
工

業
地
裁
τ
て
は
二
倍
)
を
控
除
し
π
る
部
分
で
あ
b
、
(但
し
、
國
叉
は
公
共
團
艦
の
使
用
す

る
土
地

、
公
倒
又
は

之
に
類
す

る
設
備
を
施

し
、
公
衆
の
矯
め
常
時
公
開
す

る
も
の
に
課
し
な

い
。
公
益
上
必
要
ご
認
め
た
場
合
、
坪

常
時
傾

「」定
額
以
下
の
も
の
、

瞥
業
若
く
は
農
業
用
に
充

つ
る
も
の
に
課
し
な

い
・こ
`
を
得

る
)
。
に
裸
視
標
準

(

及
視
率
は
、
.百
坪
以
下
の
坪
撒

に
時
債
千
分
の
二
、
百
坪
を
超
ゆ
る
坪
数
に
時
債
千
分
五
、
五
百
坪
を
起
ゆ
る
坪

数
に
時
債
千
分
十
、
千
坪
を
超
ゆ
る
坪
数
に
時
贋
千
分
十
五
、
五
千
坪
を
超
ゆ
る
坪
数

に
時
償
千
分
二
十
、

一
萬

坪
を
超
ゆ
る
坪
数

に
時
傾
千
分
二
十
五
の
年
額
ご
し
、
ほ
納
税
義
務
者
ば
其
土
地

の
所
有
者
叉
は
質
権
者
又
は
百

ラ

ラ

ラ

ラ

年
以
上
の
地
上
権
に
て
は
地
上
権
者

(似
の
σ
の
土
地

に
て
は
)
、
沢
は
占
有
者
(似
の
口
の
土
地

に
て
は
)

「ざ
偶

う

す
。
B
英
国
の
國
視
ε
し
て
の
間
地
視
の
制
度
に
依
れ
ば
、
土
地
が
住
屋
か
温
室
か
又
は
儂
業
外

の
域
瞥
業
、
商

(

工
業

の
目
的
の
爲

め
の
建
物
か
の
建
設
に
よ
り
て
開
獲
さ
れ
な

い
ご
き
、
叉
は
其
他
或
此

の
如
き
轡
業
の
爲

め
に
.

眞
實

に
利
用
さ
れ
ざ
る
ざ
き
に
ア
ン
デ
ベ
ロ
ー
ブ
ド
ラ
ソ
ド
ε
し
て
此
視
を
課
し
、
但
だ

日
エ
ー
カ
ー
五
十
膀
を

超

へ
ざ

る
土
地
に
は
之
を
課
し
な

い
。
之
に
よ
り
て
自
ら
農
業
地

の
最
多
く
の
も
の
を
菟
す

る
こ
ε
ξ
な
り
、
そ

七
て

二

.レ
カ
蓋

+
傍
を
超
ゆ
農

業
地
の
場
倉

は
、
其
他
償
が
嚢

目
的
の
爲
め
の
土
地
霧

を
藩

る

額
だ
け
に
の
み
之
を
課
し
、
更

に
我
人
の
凡

べ
て
の
所
有
地

の
全
償
櫨
が
五
百
膀
を
超

へ
な
い
こ
ご
を
僚
件
ε
し

て
、
所
有
者
に
よ
り
て
占
有
さ
れ
且

つ
耕
作
せ
ら

る
る
農
業
地
即
ち
小
濁
立
農
の
慮

に
て
ほ
之
を
課
し
な
い
。
そ

論
.
叢

間
地
税
の
翻
距
爪貼

第
十
七
巻

(第
三
號

三
)

三
〇
七

じ
臨

瞬

凶匿
野
ピ
・　ド㌧
」阜
.

2)Seligman,Essaysintaxation.Sed.P.490一
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～
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囎

賎

澗
幡
視
の
調
察
嵩

.

第
十
七
巻

(第
三
號

四
)

掴二
〇
ス

↓
て
此

に
つ
い
て
は
五
十
年
以
上
の
小
作
糎
を
も
含
む
。
真
跡
、
.公
衆
が
権
利
こ
し
て
利
用
す
る
こ
ξ
が
田
楽
、
、

天
城
相
當
な
商
利
用
意
偏
し
褐

る
雇
園
、
屋
地
、
.及
其
使
用
が
輩
な

る

一
爵
的
性
質
把
あ
さ
る
勝
負
叉
は
涯
動
に

用

ゐ
あ
れ
π
る
土
地
、
並
に

一
般
に
當
局
者
が
建
物
な
き
土
地

だ
す
る
こ
だ
を
趾
會
上
の
目
鮒
の
爲

め
に
堅
ま
七

達
者

ふ
る
土
地
礼
遇
免
税
せ
ら
る
る
。

第
二
段

間
地
積
の
士
⊥要
な
る
観
　祭
黙

　け
問
地
税
の
設
置
理
由
-

此
税
の
設
け
ら
奮

に
至
つ
連

曲
は
二
つ
宏

。
其

ぼ

土
地
省

馨

る
稽

を
鋤
む
る
の
生
産
及
危
會
政
策
上
の
理
由
で
あ
b
、

他̀

は
之
"
關
聯
す
る
奢
侈
に
課
税
し
や
う

ε
い
ふ
の
理
由
で

あ
る
。
そ
し
て
此
中
で
は
前
者
が
重
要
で
あ
る
。
後
者
に
至
て
は
間
地

の

一
部
の
み
に
閲
し
、
有
ら
ゆ
る
間
地
に

共
通
な
の
拡
む
七
ろ
前
者
で
あ
る
。
間
地
視
の
間
地
視
た
る
特
徴
は
前
者
に
あ
る
。

二
土
地
の
不
使
用
又
は
有
数
な
ら
ざ
る
使
用
を
制
し
共
有
敷
な
る
使
用
を
進
む
る
月
的
を
有

つ
所
の
税

ざ
し
て
.の

間
地
視
ー

ラA
公
益
上
、
又
は
生
産
及
砒
會
政
策
上
1

(

の
其
積
極
的
の
辯
護
-

抑

々
租
税
は
輩
に
能
力
原
則
に
よ
り
て
冴
配

さ
る
べ
き
の
み
な
ら
す
、
公
盤
上
よ

り
又
は
公
金
蓮
比
原
則
に
よ
b
て
も
分
配
さ
る
べ
き
も
⑳
で
あ
る
(註
二
)。
間
地
の
如
く
直
接
に
其
物
禮

か
ら
能
力



、

,

の
認
む

べ
き
も
の
が
肝
[で
す
叉
は
小
さ
な
も
の
し
か
出
で
な
く
ε
も
「
其
使
用
方
法
に
よ
b
て
は
相
當
に
大
な
儲

力
の
生
じ
働

き
に
拘
ら
芝

を
繧

ざ
る
が
繕

に
之
を
生
せ
す
、
之
を
生
せ
薯

の
整

以
て
之
に
課
税
し

な

い
亡

い
ふ
ぜ
、
此

の
如

き
も

の
を
奨
顕
す

る
の
結

果

ε
な
b

、
爲

め
に
布

敷
な

る
土

地
.の
使
用
を
逓

ら
し
地

償

の
騰
貴

を
助
け
て
、
生
産
政
策

上
血
會
政
策

上
望

ま
し

か
ら
ざ

る
結

果

こ
な

る
。

で
之
を
し

て
生
産
上
耽
會
【上
有

益

な
る
が
如
く
に
使
用
す

る
こ

ご
を
促
が
す
爲

め
に
は

之

に
課
税
す

る

こ
ε
が
有
益
随

て
叉
必

要

ε
い
は
な

べ
て

は
な
ら

諏
。

(註
二
)拙
文
・
租
税
配
分
に
於
け
ろ
公
金
逆
比
原
則
参
照
。
モ
y
バ
ー
ト
も
・
給
往
詣
力
ド
&
る
課
税
原
則
の
傍
ミ

吾
人
ば
將
來
に
て
に
ギ
此
迄

の

よ
り
も
全
く
異

っ
た
方
法
に
て
経
済
的
目
的
に
適

ふ
ご
芝
に
於
け

る
課
税
の
原
則
海
も
行
は
し
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ

ε
い
ふ
て
居
ろ
。

タ・ろ
其
消
極
的
の
辯
護
i

天
間
地
の
如

き
も
の
を
課
祝
す
る
こ
ご
が
、
少
し
も
生
産
を
妨
げ
す
脛
湾
上
の
硬

く

蓮

を
阻
離
す

る
ε

い
ふ
こ
ε
も

な

い
。
並
里
道
の
視

、
例

之
、
所
得

税
や
牧
盗
視

に
て
臓
或
意
味

で
は
生
産
者

や
努

力
者

に
課

す

る
こ
ご
ご
も
な

っ
て
、
生
産
を
妨
げ
経

済

の
獲
達

を
阻

碍
す

る
窪

い
ひ
得

る
が
、
問
地

視

に
て
は
左

様

な
心
配
は
な

い
(註
三
)。

(註
記
)
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
若
も
或
有
益
な
る
経
済
的
勤
務
り
報
酬
で
な
い
ε
読
明
さ
る
る
こ
ミ
が
出
來
豊
.随
ふ
て
此
の
如
音
勤
務
の
供
給
な
維
持
す

詮

必
要
な
ら
鍔

富
の
蓬

部
窮

芽

ろ
、き

が
罷

馨

に
於
藷

、此
等
遅

産
影

響

乃
、、.、な
し
に
羅

落

幕

た
。
翌

、

不
改
頁
土
地
の
偵
値
は
所
有
者
に
よ
り
之
に
置

か
れ
た

ゐ
或
仕
事
叉
は
資
本
に
隔
世
ず

ピ
い
ひ
鴨
プ
ア
イ
フ
ア
ー
も
財
産
税
に
閲
し
、
収

益
為
生

」

ず

う
が
如
く
に
投
下
ゼ
ざ
ろ
財
産
に
て
も
財
産
税
な
課
税
す

る
こ
建
に

不
都
合
色
こ

い
ふ
非
難
ば
、
吾
人
の
見
解

に
よ
れ
ば
成
立
し
な

い
。
反
封

論

叢

間
地
貌

の
観
察
鮎

第
十
七
巻

(第
三
號

工
)

三
Q
九

■

3).拙 著.租 税 研 究 第 四 巻1頁 以 下.特 二.21頁 。Mombert;EinVerbrauchseink(戸

mmensLeuerfiirdasReich,S,8.

、
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、

.鱒

魂
、
.

.

論

叢

間
地
貌

の
観
察
貼

第

+
七
巻

(第

三
號

大
)
.

三

一
〇

仁

一
府
大
な

ろ
勉
強

ε

一
層
大
な

ろ
精
ヵ
ε
が

、
所
得
税

に
て

一
部
行

う
る
ミ
異
り
、
此
税

に
よ
り
て
は
罰

せ
ら
れ
な

い
ξ
き

に
、
此
が
む
し
ろ

る

此
税
の
長
所

だ
ε
い
ふ
て
居

る
。

　
　

B
所
有
椹
の
性
質
上
-

前
記
、
公
益
上
の
課
税
理
由
の
反
面
に
、
所
有
権

の
性
質
か
ら
も
考

へ
る
こ
ε
が
必

(
.

臼
.
.

要
で
あ
か
、
そ
し
て
此
よ
り
し
て
も
其
を
裏
書
す

る
こ
ε
が
出
来
る
。
元
来
、
所
有
椹
な
る
も
の
が
人
に
絶
対
無

條
件
に
興

へ
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
軍
に
肚
會
的

の
便
宜
及
必
要
に
出
て
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
之
に
よ
り
て
肚

會
全
膿
の
幸
輻
の
増
進
に
貢
　献
せ
し
め
や
う
ざ
い
ふ
の
で
あ
る
。
随
ふ
て
各
人
に
於
て
與

へ
ら
れ
た
る
所
有
権
を

軍
に
其
利
己
の
爲
め
に
公
益
を
害
す

る
が
如
く
に
濫
用
し
て
は
な
ら

訟
。
肚
會
の
矯
め
に
も
有
益
な
る
が
如
く
に

利
用
し
な
減
て
は
な
ら
兎
。
特

に
土
地
は
有
限
の
も
の
で
あ
b
、
肚
會
の
人
々
は
之
を
離
れ
て
存
立
が
出
來
ず
、

彼
等
が
或
度
ま
で
絶
対
に
之
を
必
要

ε
し
、

其
生
活
の
薦

め

に

直
接
叉
は
間
接
に
之
を
必
要
ε
す
る
も
の
で
あ

る
。
其
が
偶
-
便
宜
上
、
所
有
者

に
任
か
さ
れ
て
も
、
所
存
者
は
比
熱
を
考

へ
て
、
之
を
使
用
す
み
に
於
て
非
常

な
る
注
意
を
挑
ひ
、
特
に
自
身

の
矯
め
の
み
な
ら
す
、
肚
會
の
爲

め
に
も
有
益
に
使
用
し
な
く

て

は

な

ら

囎
。

之
を
怠

っ
て
全
く
不
使
用
に
置
き
叉
は
吐
會
上
不
利
な
る
搬
態
に
使
用
す
る
も
の
が
あ
る
ε
す
れ
ば
、
吐
會
は
之

を
没
敬
す
ゐ
.も
關
は
す

、
む
し
ろ
没
牧
す
る
の
が
適
當
ε
思
ふ
。
勿
論
土
地

の
私
有
を
全
く
否
認
す
る
の
で
は
な

い
。
た
冥
肚
倉
全
機
上
よ
り
見
て
有
益
な
る
だ
け
に
於
て
之
を
認
め
、
之
に
反
す
`
認
む
る
も
の
は
没
牧
す

る
こ

そ
公
正
忙
合
す

ご
思
ふ
。
今
直
ち
に
之
を
行

へ
ε
は
必
ず

t
も

い
は
な
い
。
其
が
正
さ
に
理
想

だ
こ
考

ふ
る
。
此

4)Robinson,Publicfinance.p.64・Pfeiffer,Staatseinnahmen,II.S.297. .
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孕

理
想

に
達

す

る
ま

で
の
過
渡

の
時
代

の
塵

置

ε
し

て
問

地

嵌
態

に
置

か
れ
た

る
土
地

に
特

別
課
税

し
て
、
其

利
用

を
促

が
し
、
公
益
上
有

益
な
る
使
用

を
進

め

る
の
は
、

少
し
も
差
支

な

い
の
み
な
ら
す

、
む

し
ろ
ま

だ
寛
大

な

る

威
置

ε

い
ふ

べ
ぎ

で
め
る
。
或

は
此

視
を
以

て
間

々
、

土
地

の
所
有

権

に
封
ず

る

の
不

當
な

る
制
限

ε
爲
し
、
叉

は
土
地
投
資

に
…封
ず

る
不
當
な

る
塵
迫

ご
す

る
が

〔註
四
b、
此
は

正
當

な
る
制

限
で
あ

っ
て
、
不
當
な

も
の
で
は
な

く
、

又
土
地

投
資

の
歴

迫

で
は
あ

る
が
、

公
益

上
避
く

べ
か
ら

ざ

る
歴
追

に
過

ぎ
な

い
。

(駐
四
)
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ー1
「
此
に
二
の
非
難
が
あ
っ
て
、
其

一に
、
土
地
に
或
鮎
に
於
て
資
本
の
地
種
の
も
の
ε
異
ろ
が
、
他
の
資
本
ε
共
通
に
て
費

貿
ぜ
ら
れ
、
人
々
ぱ
此
に
於
て
彼
等
の
攻
得
す
る
見
込
め
ろ
報
酬
の
爲
め
に
他
の
物
に
於
げ
ろ
ぐ」同
様
に
投
資
す
る
9
彼
等
の
梯
ふ
償
格
に
彼
等

の
期
待
下
る
報
酬
に
係
る
、
業
報
・酬
が
自
然
的
利
征
に
締
す
る
芝
「
他
の
利
益
に
期
ず
る
こ
々
問
は
す
、
さ
う
で
め
ろ
。
其
れ
で
土
地
に
特
別
税

-

な
置
く
ぶ
ε
に
卑
に
投
資
の
一
種
の
も
の
に
特
別
税
な
置
く
、;
」で
、
投
資
者
の
或
種
の
者
の
不
利
に
ま
で
、
不
公
準
な
る
差
別
主
義
こ
な
ゐ
亡

い
ふ
に
あ
み
ピ
い
ふ
て
居
る
β

ラ

C
能
力
上
一

加
之
、
此
間
地

に
は
往
々
に
し
て
投
機
が
行
は
れ
て
居

る
。
所
有
者

に
於
て
之
を
意
識
し
て
計

　
書
的
に
行
ふ
て
居

る
か
、
叉
は
少
く
ご
も
結
果
に
於
て
此

ε
国
電
な
る
。
之
に
よ
り
て
土
地
の
利
用
を
制
し
て
地

慣
の
釣
上
を
計
り
叉
は
之
が
騰
貴
を
動
く
る
こ
ご
こ
な
る
。
此

が
抑

々
生
産
及
肚
.會
政
策
上
不
良
で
あ
b
、
課
税

に
よ
b
て
制
限
す

べ
き
こ
ε
ε
も
な
る
所
以
の

一
理
由

で
あ
る
が
、
恰
か
も
真
庭
に
潜

み
た
る
能
ヵ
が
あ
る
。
間

地
税
は
之
を
課
す

る
ε
見
る
を
得

る
。
又
此
を
用

み
て
牧
盆
を
擧
げ
得

べ
き
に
拘
ら
す
之
を
爲

さ
ざ
る
爲
め
に
能

力
を
生
じ
て
居
ら

粗
ε
し
て
も
、
其
が
全
く
無
能
力
な
の
ε
は
異

っ
て
、
其
威
に
眠
り

つ
つ
あ
る
能
力
が
存
す

ご

論

叢

間
地
税
の
観
察
鮎

第
十
七
巻

(第
三
號

七
)

三
一
}

5)Robinson,1.c.P.65-6.
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、

、認

蹴
.

鑑

陰

嚢

黙

筆

蓉

(欝
三
號

八
)
.
三

二

ガ
.い
溺
.ぺ
ぎ
で
あ
る
。
何

れ
の
見
地

か
む
し
で
も
全
く
無
能
力
嬉
し
て
は
扱
ふ
に
及
ば
楓
。
尤
も
此
場
合
、
其
能

「か
が
現
實
な
分
で
雇

い
か
ら
、
持
主

に
於
で
之
を
納
税
す
る
こ
ε
が
多
少
苦

し
い
ε
い
ふ
こ
ε
は
あ
る
。
け
れ
ご

.

も
彼
等
が
急
駛
者
で
め
る
か
悪
意
者
で
あ
る
か
砂
、
.視
法
は
此

の
如

き
も
の
を
保
護
す
る
に
及
ば
激
。
尤
も
此
能

か

よ
駆
レ
て
分
説
咀
は
、
,
其
能
力
が
現
實
の
で
な
い
か
ら
多
夢
薄
弱
で
あ
る
し
、
特
に
此
に
潜
み
た
る
能
力
陀
る

、土
地
の
堆
爵
の
和
ぎ
に
、
濁
り
此
程

の
土
地

の
み
な
ら
す
、
贋
く
其
他
の
土
地
に
も
關
す
る
こ
ご
で
も
あ
り
、
特

に
此
附
地
挽
の
み
の
説
明
ε
し
て
は
主
要
の
も
の
で
は
あ
b
得
な
い
σ
輩
に
附
随
的

の
理
由

に
止
ま
る
。
其
主
要

な
る
理
由
は
飽
迄
も
前

に
擧
げ
た
公
益
上
の
理
由
で
あ
る
。

三
奢
侈
塾

し
て
の
澗
地
玲

一

間
地
の
凡

べ
て
で
は
な

い
が
、
其

一
部
に
は
奢
侈

蕊

ひ
得

る
あ

が
あ
る
つ

(庭
園
の
如
き
は
黙
り
で
あ
る
。
此

に
て
は
其
薦
め
の
土
地
ば
か
り
で
な
.く
、
之

に
種

々
の
勢
資
を
加

へ
て
、
少
鍬

入
の
享
樂

の
儒
め
に
、
.幾
多
有
要
な
る
勢
資
を
徒
消
す
る
こ
ε
ε
な
る
。
,曹

に
之
が
持
主
ヌ
は
使
用
者
に
於
て
奢

侈

が
行

ば
れ
て
居
る
の
み
な
ら
す
、
肚
會

に
も
道
路
巾
、
水
道
下
水
等

の
關
係
か
ら
人
な

る
厄
介
を
掛
け
る
こ
ご

う

こ
な

っ
て
居

る
。
此
享
楽
は
値
明
か
に

一
の
給
付
能
力
を
示
し
随
て
課
税
す

べ
き
の
理
由

が
あ
る
(註
五
)。
の
み
な

引
す
此
が
無
形
で
は
あ
る
が
、
,
↓
の
財
産
所
得
で
め

つ
で
、
動
勢
所
得
で
は
な
く
、
む
し
ろ
勤
勢
所
得
よ
り
も

一

思
大
な
る
給
付
能
力
さ
へ
も
示
し
(註
六
て
.而

か
も
普
通
の
所
得
税
や
潰
費
視
に
で
は
押
さ

へ
ら
れ
な
い
か
ち
何

ε

　

.

し
て
も
、
.特
別
裸
視
の
理
由
が
あ
る
〔註
七
)。
荷
又
B
此
碧
移
を
出
来
る
だ
け
抑
射
す

べ
き
所
以
の
生
産
及
就
會
政

(



国

策
上
並

に
漱
育
政
策

上

の
理
由
も

あ
る
(註
八
)、
で
庭
園

に

つ
い
て
は
土
地

の
有
敷

な
ら
ざ

る
使
用
を

制
す

る
爲

め

の
税

ご

い
ふ
こ
ε

の
外

、
俗

ぼ
此

に
い
ふ
特
別

の
理
財

も
が
存
す

お
。.

、(証
五
)掛
交
、
奢
侈
稔
の
辯
難
参
照
軌
荷
ほ
、
ア
ゥ
γ
バ
跳
ハ
も
、
奢
侈
の
存
す
る
威
に
に
、
給
付
能
力
の
誰
明
が
與
へ
ら
ろ
ε
い
ふ
考
め
り
こ
い

の

ふ

て

居

る
。
.
.
.
.

「

(註
六
ヲ

ウ
ア
パ
ッ

在

、
経
酒
理
論
家
の
諸
多
の
も
の
が
凡
ぺ
て
の
使
用
財
産

の
利
用
海
貨
幣
に
ば
現
ば
さ
れ
臓

い
-7
れ
こ
も
、
偵
値
あ
る
擬
制

的

の
賃
料

ξ
見
、
階
ふ
て
叉
所
得

の

}
成
分
ご
見
た
。
此
事
貴

に
於
て

フ
グ
ナ
ー
が
近
世

租
税
艦
系

の
中
に
奢
侈
晩
の
正
賞
か
認
め
・
此
擬
制
的

賃
料
が
顧

ろ
容
易

に
課
税
な
全
く
逃
ぐ

う
も
の
な
ろ
こ
ピ
な
示
し
、
此

に

一
の
不
公
正
が
存
し
、
而
か
も
此
所
得
が
財
産
エ
リ
の
所
得
に
属
し
、

即
ち
有
基
的
で
「
随

ふ
て
特

に
課
税
す
べ
春
所
得

で
、
無
基
所
得
よ
り
も

一
層
高
き
牽
に
て
課
ぜ
ら

ろ
べ
き
も
の
な

る
ピ
き
に
W
此

不
公
正
が

一

瞬
大
な

み
も
の
己
な

る
こ
い
ひ
、
ア
ダ

ム
ス
に
、
住
居
所
得

(自
己
に
属

す
ろ
庭
園
為
包
括
し
た

ろ
家
に
佳

ふ
ミ
し
て
無
形
に
得

う
も

の
)
が
使
用

所
得

の
別
名
に
渦
ぎ
な

い
で

、
所
得
税
の
観
察
貼

よ
り
見
ら

る
う
か

[
股
財
産
税
の
見
地

か
ら
見
ら

う
る
か
為
問
に
す
、
住
居
投
資

ご
商
業
的
投

η

資

こ
の
間

に
踵
別

ぜ
ぢ
ろ
べ
き
も
の
で
な

い
こ
い
ふ
。

(註
七
)
シ
ニ
フ

レ
ー
ば
、
今
日

の
消
愛
挽
ば
大
な

ろ
不
完
全
な
育
ち
、
最
課
脱
す
べ
き

物
燈
た
ろ
使
用
的
消
費
は
少
く
ミ
も
内
地
課
税

で
に
殆

ん

ラ

　

ヨ

ご
全
く
免
税

ぜ
ら

庖
こ
い
ふ
て
居
る
が
、
實
際
に
に
此
庭
園

ば
消
費
税
心
見
る
る
の
み
な
ら
で
、
所
得
税
か
ら
も
逃
れ
て
居

ろ
o

.

〔註
八
)
拙
文

、
奢
侈
税
の
辯
難
参
照
。
筒
パ
ウ
ー1
享
樂
財
産
不
課
税
ε
い
ふ
ご
ε
ば
蕾
に
砒
會
の
倫
理
上
堪
ゆ
べ
か
ら

ざ
る
情
能
…で
あ

ろ
の
み
な
ら

す
(
生
産
政
策
上

に
も
不
幸
な
ろ
こ
ε
で
あ
ろ
。
愉
も
地
種
の
富
ば
圃
民
経
済

の
資
本
化

に
ミ
リ

て
唯
妨
害

的
の
役
目
な
働
く

竃
馬
し
、

コ
ン
ラ

ー
ド
ぱ
奢
侈
品
税
ば
経
済
上
底
公
正
の
観
察
貼

よ
り
辯
護
ぜ
し
め
ら

ゐ
ε
漏
し
「
ア
ウ
ア

パ
ツ

ハ
ば
、
奢
侈

こ
い
ふ
観
念

に
は
多
少
罰
す
.へ
き
も

`

の

の
ミ
.い
ふ
観
念
が
結
付
く
こ
ご
加
例

ε
爲
す
。
そ
も
て
比
恵
む
べ
春
事
物
及
行
爲
に
饒
が
制
裁
こ
し
て
現
は

る
る
ぐ
」
い
ふ
。

ウ四
布
観
察
黙
の
結
果
ご
し
で
の
課
税
上
の
注
意
1

。

(

論

叢

開
塘
龍
の
観
察
臨
}
.

、

窮
十
七
巻

(第

三
號

九
)

三

=
二

.6)

7)
β)

9)
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一

闘引
『一
.
.

、

論
・
蟹

間
地
税

の
観

察
鮎

箭
十
七
巻

(第

三
號

一
〇
)

三
』
四
.

ラA
問
地
租
に
於
て
一

先

づ
以
て
、
.

い
間
地

の
種
類
に
よ
b
て
雇
別
し
て
差
等
課
税
を
爲
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
即
ち
庭
園
ε
然
ら
ざ
る
も
の
ご

く

　

を
匠
捌
し
、
庭
園
に
は
奢
侈
税
ε
し
て
特

乖
重
き
課
税
を
駕
す

べ
き
も
の
で
み
る
。
此
を
匠
別
せ
ず
し
て

一
様

に

課
税
す
る
の
は
宜
し
ズ
な
い
。
次
ぎ
に
臓
、

局
間
地
の
種
類
に
よ
b
て
課
税
方
法
を
も
匠
別
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
庭
園

に
あ
b

て
は
其
面
積

分
み
な
ら

く

キ

う

す
、
別
に
其
債
値

に
よ
り
て
も
差
等
を
附
す
る
こ
,ε
が
肝
要
で
あ
る
。
贋
値

に
よ
る
差
等
附
は
實
.行
難
で
は
あ
乃

が
、
併
し
課
税
の
尉
め
に
は

一
等
二
等
=
一等
四
等
五
等
位
に
大
別
し
て
、
面
積

の
大
小
ξ
此
等
級
ε
を
結
合
し
て

倶
等
に
し
て
面
積
大
な
る
も
の
に
其
劣
等
に
し
て
面
積
小
な
る
も
の
よ
り
も
割
合
に
重
き
累
進
摩
を
課
す

べ
き
も

の
で
あ
.る
。
併
し
庭
園
以
外

の
問
地

に
て
は
面
積

の
大
小
に
よ
る
累
進
牽
の
み
で
長

い
。
此
方
は
別

に
奢
侈
視
ざ

い
ふ
分
で
は
な
く
.
軍
に
其
不
使
用
又
は
有
致
な
ら
ざ
る
使
用
を
制
す
る
ε
い
ふ
に
あ
る
か
ら
」
.其
土
地

の
償
値

の
大
小
ま
.で
考
慮
す
る
に
及
ば

臓
。

ラB
間
地
税
の
外

に
於
て
1

此
間
地
税
を
課
す

る
趣
旨
ε
調

相
す

る
が
爲
め
に
は
、
新
に
建
築
す
る
者
に
課
す

る
所
の
建
築
税
は
、

一
定
度
以
上
の
優
等
家
屋
に
の
み
止
め
て
、
普
通
の
低
級
の
家
屋
叉
は
瞥
業
用
「の
.其
に
は
之

を
課

せ
な
い
が
良

い
。
叉
家
屋
税
の
如
き
も
高
級
家
屋
に
は
新
築
後
直
ち
に
課
す

る
ε
も
、
低
級
の
家
屋
及
螢
業

用
め
其

に
は

一
両
年
の
課
税
猶
豫
期
間
を
設
く
右
こ
ε
を
勤
む
る
。
是
れ
土
地
の
奢
侈
的
な
ら
ざ
.る
利
用
を
進

め

10)拙 著.財 政 問題678.頁.庭 園税[こ就 きて



,」、

る
の
竃
必
要

の
こ

ε
で

め
る
。
土
地

の
利
用
を
勧

む
る

の
飴
り
、
全
く
夫

の
建
築

視

の
如

き
を
冠
す

る
に
至

っ
て

は

(註
九
)
、
過

ぎ
て
居

る
が
、
低
級
建
築
物

、
及

び
螢
業

用
建
築

物

に
於

て
免
税
す

る
程

度

の
こ

`
は
通

常

ε
考

へ

ら

る

る
。

助

(註
九
)ゴ

ン
モ
ン
ス
は
、
グ
リ

ム
ス
タ
ッ
ド
ビ
ル
ば
公
益

に
逆

に
課
税
す
ミ
の
原

則
に
基

い
て
、
肥
沃
及
建
設
的
改
頁
か
免
税
す
ミ
い
ふ
。

第

三

段

間

地

租

の
附

随

的

観

察

馳

.
既

に
間
地
視
が
上
記
の
趣
旨

に
よ
り
起
さ
る
る
ε
し
て
、
之

ε
附
帯
し
て
考
慮
す

べ
ぎ

若
干
の

観
察
黙
が
一あ

る
。
藪
に
暫
ら
く
之
を
も
擧
げ
て
説
明
し
て
見
や
う
ε
思
ふ
。

　
「
慮
盆
課
税
上
-

問
地
税
は
自
然
、
地
方
税
ε
し
て
む
し
ろ
邊
ま
る
る
こ
ε
ご
な
る
べ
き
も
の
だ
が
、
既

に
之

(を
地
方
税
ε
す
る
こ
す
れ
ば
、
此
に
て
は
能
力
原
則
の
み
な
ら
す
、
慮
盆
叉
は
利
益
原
則
に
も
依
る

こ

ε
を

得

る
。
少
く
ε
も
之
を
加
味
し
得

る
こ
巴
ε
な

る
。
そ
し
て
或
人
が
市
匿
内
に
て
間
地
を
も

つ
結
果
は
、
其
れ
だ
け

自
ら
無
益
に
渣
路
が
長
く
な

っ
て
、
地
方
團
禮
を
し
工
具
修
築
費
を
多
く
費
や
さ
し
め
、
電
柱
死
期
管
、
水
道
、
.

下
水
楽
な
ご
を
も
長
か
ち
ざ
る
を
得
ぎ
ら
し
め
る
。
其
等

に
於

て
も
地
方
團
豊
の
負
擢
を
多
か
ら
し
め
る
。
之
に
.

謝
し
て
閑
地
所
有
者
が
多
少
特
別
の
負
櫓
を
寫
す
の
は
相
當
な
ら
こ
い
ふ
を
得
る
こ
ε
ε
も
な
る
。

ラニ
財
政
吸
入
上
i

に
は
之
に
よ
っ
て
禿
ま
で
大
な
吸
入
を
.生
す
る
こ
ざ
は
出
来
な
か
ら
う
が
、
兎
も
角

}
の
牧

(

論

叢

聞
地
税
の
観
察
貼

第
十
七
巻

(第
三
號

=

)

三
「
五
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一

論

叢

、問
地
貌
の
観
察
鮎

第
十
七
巻

(第
三
號

=
ζ

三
一大

入
を
供
す
る
し
、
叉
斯
か
る
税
の
存
す
る
に
於
て
、
人
々
が
出
來
る
だ
け
之
を
負
推
せ
ざ
ら
ん
ξ
し
て
問
地
を
作

ら
ざ
る
こ
ぜ
ざ
な
り
、
叉
従
来
間
地
湿
り
し
庭
も
之
に
建
築
を
行

ふ
こ
ε
ざ
な
ら
う
か
ら
、
或
は
減
収
の
傾
を
も

つ
こ
ご
ざ
も
な
り
得
る
が
、
併
し
又
他
方
に
は
其

に
も
拘
ら
す
虚
業
の
病
め
に
庭
園
を
維
持
し
、
投
機

の
矯

め
に

其
他

の
間
地
を
維
持
す

る
者
も
あ
り
得

る
。
視
の
高
さ
次
第
で
は
、
そ
ん
な
に
間
地
を
絶
滅
し
鑑
す

に
至
ら
な
い

そ
し
て
他
方
、
特
に
此
櫨
の
挽
は
必
要
あ
る
`
き
に
は
増
牽
す

る
こ
ご
も
出
來
て
、
或
度
ま
で
は
敗
入
上
調
法
な

視
ε
い
ふ
て
頁

い
。

ラ三
課
挽
技
術
上
に
は
、
.土
地
共
も
の
が
全
く
公
然
で
隠
匿
す

る
こ
ε
が
出
來
す
、
其
状
態
も
明
か
に
外
部
か
ら
窺

(ひ
知
る
こ
ε
が
出
家
る
。

つ
ま
り
光
視
の
課
税
物
件
は
最
良
く
捕
捉
し
得
ら
れ
、
そ
し
て
其
課
税
標
準
だ
る
面
積

に
も
て
も
孚
な
く
定
め
ら
れ
る
。
多
少
⊥
ハ
つ
か
し
い
こ
い

へ
ば
、
其
は
課
税
標
準
に
於
て
慣
値
等
級
を
加
味
し
た

ε
き
で
あ
る
が
、
其
位
の
こ
ξ
は
課
税
問
題
に
は
避
く

べ
か
ら
ざ
る
所
で
あ
る
。
.叉
課
税
技
術
上
よ
り
い

へ
ば
納

税
義
務
者
は
之
を
凡

べ
て
所
有
者
ε
す

る
の
が
便

で
あ
る
。
(質
権
者
、
長
期

の
地
上
椹
者
は
之
に
準
ず
)
。併

し
問

地
中
の
庭
園
に
至
て
は
奢
侈
税
こ
し
て
使
用
者
に
て
課
す
る
方
が
通
常
ε
い
ふ
こ
ε
は
あ
る
。
尤
も
其

ε
て
も
所

.

有
者
に
課
し
て
も
自
ら
使
用
者

に
聴
嫁
さ
る
る
で
め
ら
う
か
ら
、
結
果
は
大
し
て
異
ら
ざ
る
こ
蓬
こ
な
b
、
そ
し

て
所
有
者

に
就
き
課

し
π
方
が
技
術
上
便
宜
だ
ご
い
ふ
に
於
て
、
或
は
之
を
選
む
の
を
得
策
ε
す
る
で
あ
ら
う
。

ラ

四
衛
生
上
i

に
は
庭
園
も
其
他
の
間
地
も
有
益
丁
、
裸
視
に
よ
b
て
之
を
制
す
る
の
は
得
策
な
ら
す

ゼ
ヤ
ふ
の

(

12)薯 四苦.財 政 問 題.675-6.頁
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居
解
が
あ
る
α
併
し
間
地
の
中
に
ば
住
屋
叉
ば
笹
葉
所

に
接
せ
ず
し
て
Ψ
存
在
す

る
も
の
が
あ

っ
て
、
衛
生
上
の

理
由

な
き
が
あ
る
。
叉
其
の
住
屋
叉
は
替
業
所
に
接
近
し
て
衛
生
上
有
意
義

の
略
の
に
て
も
、
あ
謀
り
其
の
大
に

過
ぎ
乃
の
は
入
あ
ぬ
こ
ε
で
め
り
、
必
要
の
限
度
ご
認

む
べ
趣
小
な
る
間
地
は
課
税
技
術
上
冤
祝
す

る
こ
ご
が
出

來
、
共
以
上
の
大
な
間
地
は
格
別
必
要
な
ら
す

ご
す

べ
き
で
あ
る
。
實
際
あ
ま
り
大
な
庭
園
を
持

つ
に
於
て
自
ら

不
衛
生
な
る
享
樂
を
助
長
す

る
の
材
料
ε
な
る
こ
ご
さ
へ
も
あ

る
。
特
陶に
多
少
の
間
地
は
各
家
の
.爲
め
に
必
要
'o

し
て
も
丁
其
あ
よ
サ
に
多
く
な

る
爲
め
に
地
方
團
艦

の
道
路
に
封
ず
る
施
設
が
行
暦
か
な
く
な

っ
た
り
、
上
水
下

.

水
笠
が
不
完
全
に
な
つ
π
り
、
公
園
が
不
十
分
で
め
つ
だ
り
、
其
他
衛
生
施
設
が
不
満
足
で
あ

っ
た
り
す
る
こ
ご

疹
な

っ
て
は
宜
し
く
な

い
。

一
方
に
此
税
あ
る
爲
め
に
私
人
の
有

つ
庭
園
其
他
の
間
地
は
少
く
な
っ
て
も
.
他
方

之
に
代
る
べ
き
共
用
的
な
る
公
園
が
多
く
文
展
く
出
水
、
道
路
、
水
通
下
水
其
他

の
衛
生
設
備
の
整
ふ
こ
ご
が
出

京
れ
ば
、
企
艘
上
、
衛
生
に
つ
い
て
は

一
層
良
好

の
結
果
が
得
ら
る
る
ご
い
ふ
も
の
で
あ
る
。

一

助
.

「

五
文
化
上
-

特

に
庭
園
の
中
に
は
史
蹟

の
保
存

`
か
藝
術
の
向
上
の
覚
め
に
重
要
な
る
も
の
が
あ
喝
。
之
を
税

の
爲

め
に
廃
滅

に
齢

せ
し

め
、
叉
は
退
歩

せ
々
む

る
が

如

き
は

大
な
文
化

政
策

上
探

る

べ
き

で
な

い
』
特

に
我
國

に
は
特
有
な

る
歴
史
奪
璽

の
観
念

が
あ
り
、
庭
園

に
關

す

る
特
殊

の
藝
術

が
あ

る
。
之
を
保
存

し
、
其
向
上
を
計

る
こ
ε
は
今

日
の
如
く
人
心

の
頽
磨

せ
る
聴
代

に
は
特

に
注
意

し
な

く
て
は

な
ら

楓
こ
い
ふ
風

に
も
見

へ
る
。
併

し
史
蹟

の
保
存

や
藝
術

の
保
存

向

上

の
如

き
は
必
ず

し
も

私
人

に
待

つ
べ
き
も
の
で
な
く
、
む

し
ろ
国
家

ε
し

て

公

夫
ど

し
て
特
別

に
考
慮

し
費

用
を
出
す

べ
き
で
め
り

、
政
府

に
於

て
之
を
保
存

す

る

こ
E

に
力
を
用

ゆ

べ
く
,

論

叢

澗
地
税
の
観
察
鮎

第
十
七
巻

(第
三
號

=
二
)

三
一
七

,
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論

叢

間
地
暁
の
観
宿
鮎

第
十
七
巻

(第
三
號

一
四
)

三
一
八

絶
家

私
人

の
も

つ
あ

の
で
史
蹟

や
藝

街
上
重
要
な

も
の

の
如

き
は
.
之
を
私
人

に
於

て
保
持
す

る
よ
ヴ
は
.
む

し

ろ
國

こ
か
公
共

ε

か
に
寄
附

し
て
保
存

し
て
貰

ふ
や
う

に
す

る
の
が
宜

し
く

、
特

に
税

の
か
か

る
爲

め
に
私
人

の

手

に

て
維
持
出

来
難

し
ご

い
ふ
場
合

の
如

き

に
は
他

の
之

を
維

持
す

る
に
堪

ゆ

る
私
人

に
移
す

か
、

さ
も
な

く
ば

國

又
は
地
方
團
膿

に
渡

さ
す

の
が
適

當
で
あ

る
。
勿
論

私

人

の
も

っ
こ
ピ
を

禁
止
す

る
の
で
な

い
か
ら
、
持

た

ん

ε
す

る
人
は

之
を

持

つ
こ
ざ
は
出
京

る
。
唯

だ
然

る
己

き
は
税

を
彿

っ
て
持

つ

べ
き

で
あ

る
。
.税

の
爲

め
に
多

少

庭

園

の
狭
く
な

る
こ
ざ
も
出

京
、
粗
末

に
な

る
.こ
ε
も
起

る
で
あ
ら

う
が
、
他

方
世

の
中

に
は

視
位

に
頓
着

な

し

之
を
持

ち
且

つ
改
頁
を
計

る
た
け

の
齢
裕
あ

る
人

も
あ
ら

う

か
ら
、

そ
ん
な

に
此
挽

の
矯

め
に
生
す

べ
き
史
蹟

の

廃
滅

ご
か
藝
術

の
阻
止

な
ご
」
を
患

ふ
る

に
は

當
ら

な

い
。
.

結

論

以
上
要
之
、
間
地
視
は
本
來
、
土
地
の
利
用
を
進

め
る
こ
ご
に
於
け
る
生
産
及
枇
會
政
策
上
天
は
公
益
上
の
趣
.

旨

ξ
一
.部
は
奢
侈
課
税
の
目
的
ご
を
有

っ
て
生
れ
把
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
別
に
慮
盆
課
税
の
原
則
に
適
ひ
'
財

政
牧
人
上
に
意
義
が
あ
り
及
課
.税
技
術
士
に
も
有
利
で
あ
る
こ
ご
を
認
む
る
こ
ご
が
出
來
る
。
た
婁
衛
生
上
ε
文

化
敬
策
上
ε
に
は
多
少
の
異
論
は
あ
る
が
、
.此

ε
て
打
勝

っ
ぺ
.か
ら
ざ
る
も
の
で
は
な
く
、
全
磯
上
、
好
箇

の

「

税
目
`
し
て
特
に
地
方
團
蹉
に
適
賞
し
て
居

る
。
固
よ
り
之
を
都
市
計
書
の
財
源

に
限
定
す
る
特
別
の
理
由
は
見

出

さ
れ
な
い
コ


